
果、２階建てで合計６教室、多目的室を設けないＤ案を採用することに決定した。
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　会議の内容

　①事務局から前回まで検討案になかったＣ、Ｄ案を今回、提案することについて、次のとおり説
　　明をした。
　　「本日の会議では、Ａ案の姿図、立面図、日影図を説明する予定でしたが、Ａ案の概算事業費
　　が、予算の面で予定していた額の１．７倍となりました。そこで、事業費を抑えるために棟数
　　を１棟とし、多目的室を設けないＣ、Ｄの２つの案を追加提案いたします。Ｃ案は、１階に２
　　教室の３階建で計６教室、Ｄ案は、１階に３教室の２階建てで計６教室です。トイレは各階に
　　設置。Ａ案に対して、Ｄ案は、約４，４００万円減額となります。検討材料にしていただきた
　　い。しかしながら、検討委員の強い要望があれば、Ａ案ということもあります。事業費のこと
　　を考えていただいた結果、Ｄ案ということもあります。」
　②検討した結果、Ｄ案で進めることを決定した。
　③次回の会議では、Ｄ案の姿図、立面図、日影図について説明を受け、その内容について検討を
　　することとした。
　④次回の会議は、８月７日（木）午後７時３０分から村民会館会議室にて行うことを決めた。

　意見・要望等

・ＰＴＡ（保護者）とすれば、子どもたちのためにも充実した施設がいいと思いますが、村の財政
　状況が厳しいので、新しい案であるＣ、Ｄ案も受け入れたいと思います。何年か後には、１学年
　１学級になることも予想されます。その時には、空いた教室を多目的室に使うこともできるの
　で、しばらくない状態が続いても仕方ないと思います。
・最初は、予算のことを考えずに、Ａ、Ｂ案を検討してきて、ここでＣ、Ｄ案を提案するというこ
　とは、会議の持ち方として良くないと思うが、村の財政状況が厳しいので仕方がない面もある。
・多目的室を設けないで、ランチルームを使用するということになると給食コンテナがあったり、
　牛乳保冷庫が足りずもう１つ設置ということになると、狭くなりますので、学校で、児童クラブ
　を行なわなければＣ、Ｄ案でいいと思う。
・給食コンテナは、子どもが帰る時にはないので、その点は心配いらないのではないか。

Ｑ：Ｄ案では、石垣を崩すのですか。
Ａ：Ｄ案は、１階３教室の２階建てですので、東西に長くなり、階段は上段敷地の校舎西側には場
　所を確保できません。校舎北側に設置することも可能ですが、ワークスペース（廊下）が暗くな
　ります。既存校舎と石垣の間に、既存校舎１階から増築校舎２階まで続く階段を設置すること
　で、１箇所で済むため建築費を抑えられ、ワークスペース（廊下）が暗くなるのを回避すること
　もできます。しかしながら、トイレが真中の教室の北側に位置するため、この部分だけは、ワー
　クスペース（廊下）が暗くなります。この基礎工事では、一部石垣を階段敷地として、取り除く
　部分があります。
Ｑ：Ｃ案の場合、教室の割り振りは、どうなるのですか。
Ａ：おそらく高学年が入ることになるでしょう。
Ｑ：増築校舎から体育館で体育の授業中に、体育館を通って図書館に行くことはないのですか。
Ａ：そういうことは、おそらくないと思います。
Ｑ：教室のベランダは、既存校舎と同じですか。
Ａ：同じです。
Ｑ：Ｄ案の場合、１つの学年は、１階と２階に分かれてしまうが問題ないですか。
Ａ：他の学校ではよくあることです。珍しいことではないです。問題はないと考えます。

　今日のまとめ

前回の委員会まで検討していたＡ案の他に概算事業費を抑えた、Ｃ、Ｄ案を追加し、検討した結
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